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活動件数  ◆１０月 ７８件   ◆１１月 ６２件   ◆１２月 ４６件   

 

 

 

 

 

  

依 頼 会 員 １２５名 

援 助 会 員  ６７名 

両 方 会 員  １１名 

合  計   ２０３名 

令和７年１月３１日現在 
新しい年を迎え、早いものでもう３月に入ろうとしています。皆さ

ま、いかがお過ごしでしょうか？皆さまにとって良い年であります

よう願っております。２０２５年も安心して子育てのできる環境を

会員の皆さまと力を合わせて作っていきたいと思っていますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

ピカチュウをずっと抱っこしてお世話しな

がら、卓上ゲームで次々と遊びました。サッ

カーゲームが上手になってきました。保育

園へ歩いて行く途中から、雪がちらついて

きて駆けて行きました。 

（５歳の援助者） 

「もうすぐ冬休みやね。何したい？」

と聞くと「公園でキャッチボールが

したい」と言っていました。お兄ち

ゃんと遊べるから嬉しそうです。 

（８歳の援助者） 

公園でブランコに乗ったり、落ち葉で日本

地図を作ったりして遊びました。 

前回ピアノの先生から「毎日、練習してね」

と言われた通り、毎日家で練習を頑張って

いる様子が分かりました。 

（６歳の援助者） 

「先週咲いていたサザンカの垣根のところ

に花びらが落ちているから取りに行きた

い」と公園に寄ってみました。「咲いている

花は取れないよ」と言ったので、「落ちた花

びらならもらって帰っていいよね」と。 

涙ぐましいなぁと思いました。  

（５歳の援助者） 

今日は保育園から電車でお出かけというこ

とで朝からお友達もウキウキしているよう

で○○ちゃんもつられてお部屋に入りまし

た。      （５歳の援助者） 

今年の終業式は２４日らしく、「授業が

進んでいないみたい」と。 

大人の事情が分かっているんだなーと

感じました｡  （１１歳の援助者） 
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★毎月のファミサポの活動の連絡は、依頼会員さんからセンターに連絡していただくことになっ

ています。毎月の決まった依頼も 1 カ月ごとに連絡をお願いします。電話・メールどちらでも可

能です。（メールの場合は、件名に「ファミサポ活動」とご記入ください。） 

連絡のない場合の活動は、もしもの時の補償保険の適用対象外となりますので、ご注意ください。 

ファミサポの保険は、大事なお子さんだけでなく、サポートしてくださる援助会員さんにも適用さ

れます。必ず連絡をお願いします！！ 

また、依頼をキャンセルされる場合も、依頼会員さんからセンターに連絡していただくよう、お願

いします。 

 

★援助会員さんが体調不良の際は活動を控えてくださるようお願いします。 

 

★現在活動中で、事前打ち合わせをした内容と活動内容が変わった場合、センターにご連絡くださ

い。なお、ファミサポの活動はお子さんの体調不良時の預かり・送迎はできません。 

また、『お子さんは大人の手から大人の手へ』 という原則のもとで活動をお願いします。 

 

★活動の記録として作成する活動報告書は、毎月末締めで翌月５日までに事務局に提出してくだ

さい。 

 

★講習会への参加をお願いします。センター主催の講習会はすべての会員さんが子育てに関して共

通の認識を持つことや子育ての不安解消、健康管理などを目的にテーマを決め、開催しています。 

また、平成 29 年度からは救急救命講習の受講が義務付けられ、両方/援助会員さんは、より安心・

安全に援助活動を担っていただくために、受講が必須になっておりますのでご参加いただきます

ようお願いいたします。 

 
 

「病児保育」とは、病気のお子さんが保護者の勤務などで家庭での保育が困難な場合

に、専用スペースで一時的に保育する事業です。ファミサポでは、病気のお子さんの

対応はできません…いずれ利用する場合があると思う方は、利用登録してはいかがで

しょうか？ 

 

 

・病児保育を利用するには事前に利用登録が必要です。 

・利用登録が完了するまで１週間程度要しますのでお早めに手続きをお願いします。 

・利用登録の手続きは毎年度必要です。  

・オンライン申込みの案内や詳細については市ウェブサイトをご確認ください。 

https://www.city.tondabayashi.lg.jp/soshiki/109/120531.html 

https://www.city.tondabayashi.lg.jp/soshiki/109/120531.html


 

 

 

 

テーマ：スノードームを作ろう♪ 

日時 ：令和６年１２月１４日（土） 午前１０時～１２時 

講師 ：小田 仁美さん 

  

今回初めて講師としてお招きした、小田仁美さんによる製作交流会を開催しました！ 

感染症が増える時期ではありましたが、多くの方にご参加いただきありがとうございました。 

色鉛筆でコルクに絵を描くところから作業開始です♪ 

皆さん一番時間をかけた作業で、何度も描いたり、消したりを繰りかえし、

納得できる絵に仕上げている姿に真剣さが伝わってきました。 

ビンの中をキラキラさせるパーツ選びは、好きなクラッシュホロやビーズ

を各自で器にとってもらい、その後、グルーガンでコルクを貼り付ける作

業を行ってもらいました。グルーガンは熱を持つと、とても高温になる為

やけどの危険がないように、保護者の方と一緒に接着してもらうようお願

いしました。 

選んだパーツをビンに入れ、その上から水のりと水を、だいたい 3：7 の

割り合いになるように作るのですが、水のりを多めにするとゆっくり落ちていくので、講師の小田

さんが見本で作られたスノードームをよく観察し、調整しな

がら進めていくのも見ていてとても楽しかったです！ 

最後に、ビンの回りに好きなテープやレースを貼って飾りつ

けし出来あがりです♪手作りのスノードームはキラキラと

輝き方が一つ一つ違い、どれも綺麗に見えました。写真スポ

ットで各々写真を撮ってもらい、かわいく出来たスノードー

ムを手に持つこども達の嬉しそうな顔が印象的でした♪ 

 

        ≪ 参加者の声 ≫ 

 

・こどもの自由度が高く、親子共に楽しむことがで 

 きました。             

・ずっとスノードームを作りたいと言っていたので 

 とても楽しんで参加できました。 

・時季に合った作品作りで、楽しく参加する事がで 

 きました。 

・とても楽しく参加できました。制作のペースも分  

かりやすく、こどもも楽しく作れていました。 

 



 

 

 

 

 

『 こどもの好き嫌いについて 

困っていませんか？ 』  
 

日時 ☆ 令和７年３月１４日（金） 、午前１０時～１１時３０分 

【受付】 午前９時４５分～ 

 

場所 ☆ Topic ３階 スタディルーム１ 

 

講師 ☆ 富田林市役所 管理栄養士 

 

内容 ☆ 『 こどもの好き嫌いについて栄養士さんと楽しくお話しませんか？ 』 

 

対象 ☆ ファミサポ会員 及び 本市在住の方 

 

定員 ☆ １０組（申し込み多数の場合、抽選） 

 

参加費 ☆ 無料 

 

保育 ☆ あり 

 

申込期間 ☆ 令和７年３月１３日（木）までに、こども政策課（内線２８３）へ 

 

申し込み ☆  電話： 0721-25-1000（内線 283） 

           メール： k-seisaku@city.tondabayashi.lg.jp 

           ※メールでの申し込みは、件名に「ファミサポ講習会」とご記入ください。 

           ※右図からでも申し込み可。→ 

 

 

  

※ なるべく公共交通機関をご利用ください。やむを得ず車で来られる場合

は、市役所駐車場をご利用の上、会場まで徒歩にてご参加ください。 
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